
Ⅱ　飛鳥・藤原宮跡等の調査概要 



表５ ２００５・２００６年度 都城発掘調査部（飛鳥藤原地区） 発掘調査・立会調査一覧

表７ ２００６年度 都城発掘調査部（飛鳥藤原地区） 現場班編成 ※総担当者

春 夏 秋 冬

※豊島 直博（考古第一）

高橋 克壽（考古第二）

市 大樹（史 料）

加藤 雅士

松村 恵司（考古第一）

※中川 あや（考古第三）

箱崎 和久（遺 構）

石田由紀子

長谷川 透

関広 尚世（研 修）

玉田 芳英（考古第二）

高田 貫太（考古第三）

※西田 紀子（遺 構）

竹本 晃

廣瀬 覚（研 修）

石田由紀子（研 修）

※小田 裕樹（考古第二）

山崎 信二（考古第三）

黒坂 貴裕（遺 構）

関広 尚世（考古第二）

廣瀬 覚（考古第一）

総括：副部長 巽 淳一郎 写真担当：井上 直夫（写真室） 保存科学：村上 隆（考古第一）

調査次数 調査地区 遺 跡 調査期間 面 積 調査地 担当者 調査要因 掲載頁

（２００５年度）

１４０次 ５AMD－Q・P 石神遺跡 ２００５．１０．１～２００６．５．１ ６２５� 明日香村飛鳥 金田明大 学術調査 ９３

渡部圭一郎

（２００６年度）

１４２次 ５AJG－D・E 藤原宮朝堂院東第四堂・東面回廊 ２００６．４．４～２００６．７．１２ ７６０� 橿原市高殿町 豊島直博 学術調査 ７２

１４３－１次 ５AMC－E 上の井手遺跡 ２００６．６．２６～２００６．７．５ ３８� 明日香村奥山 清永洋平 学術調査 １０８

１４３－２次 ５AMC－D・E 上の井手遺跡 ２００６．７．１２～２００６．７．１４ １００� 明日香村奥山 清永洋平 増築工事 ７０

１４３－３次 ５BMY－L 本薬師寺 ２００６．７．１８～２００６．８．４ ５７� 橿原市城殿町 石田由紀子 住宅建設 ８２

１４３－４次 ５AJC－M・N 藤原京左京六条三坊 ２００６．５．２９～２００６．６．６ ３４３� 橿原市木之本町 小田裕樹 増築工事 ７０

１４３－５次 ５AKT－F・５AKU－A 高松塚古墳壁画修理施設建設地 ２００６．８．２１～２００６．８．３０ ６０� 明日香村平田 廣瀬 覚 施設建設 ７０

１４３－６次 ５BAS－R 飛鳥寺 ２００６．１０．３１～２００６．１１．２１ ５５� 明日香村飛鳥 玉田芳英 現状変更 １０５

１４３－７次 ５AJH－E 藤原京左京七条一坊 ２００６．１１．１３～２００６．１１．２８ ８．１� 橿原市別所町 加藤雅士 現状変更 ７０

１４３－８次 ５AMJ－M 平吉遺跡北方 ２００７．１．３１～２００７．３．９ １８２� 明日香村豊浦 関広尚世 公園整備 ７０

１４３－９次 ５AMH－J 雷丘東方 ２００７．１．３０～２００７．３．２０ ３０� 明日香村雷 長谷川透 公園整備 ７０

１４３－１０次 ５AJG－D 藤原宮朝堂院東地区 ２００７．２．７ ４０� 橿原市高殿町 中川あや 水路改修 ７０

１４３－１１次 ５AJM－B 藤原宮西南隅 ２００７．２．２７～２００７．３．５ １００� 橿原市飛騨町 長谷川透 現状変更 ７０

１４３－１２次 ５AJL－Fほか 藤原宮西南官衙地区ほか ２００７．３．２２ ５．４� 橿原市四分町 石田由紀子 現状変更 ７０

１４４次 ５AJG－D・E 藤原宮朝堂院東第四堂 ２００６．７．３～２００６．１１．２ １２６４� 橿原市高殿町 中川あや 学術調査 ７２

１４５次 ５AMD－P 石神遺跡 ２００６．１０．２３～継続中 ８７０� 明日香村飛鳥 小田裕樹 学術調査 ９３

石田由紀子

１４６次 ５AKG－K・L 甘樫丘東麓遺跡 ２００６．１０．４～２００７．３．１４ ９１６� 明日香村川原 西田紀子 学術調査 ８６

１４７次 ５ALI－J 高松塚古墳 ２００６．１０．２～継続中 ４３．２� 明日香村平田 松村恵司 石室解体 １０２

岡林孝作（橿原考古学研究所）

相原嘉之（明日香村教育委員会）

表６ ２００６年度 都城発掘調査部（飛鳥藤原地区） 小規模調査等の概要

調査次数 遺 跡 調 査 の 概 要

１４３－２次

１４３－４次

１４３－５次

１４３－７次

１４３－８次

１４３－９次

１４３－１０次

１４３－１１次

１４３－１２次

上の井手遺跡

藤原京左京六条三坊

高松塚古墳壁画修理施設建設地

藤原京左京七条一坊

平吉遺跡北方

雷丘東方

藤原宮朝堂院東地区

藤原宮西南隅

藤原宮西南官衙地区ほか

飛鳥資料館増築に伴う事前調査。調査地は既存施設部分に位置していたため、遺構、遺物とも確認

できなかった。

都城発掘調査部飛鳥藤原地区の収蔵庫建設に伴う立会調査。掘削は遺構面に達しなかった。

国宝高松塚古墳壁画修理施設建設予定地の発掘調査。３×２０�の試掘トレンチを設定し、現地表面
から１．８�、部分的に２．８�まで掘り下げた。谷地形を埋める粘土層の堆積が厚く遺構は確認できな
かった。

現状変更に伴う立会調査。上部に石組をもつ井戸を検出。下部は矢板状の木製板材を円形に組んだ

もので直径約１３０�、深さ１５０�以上。井戸内からは五輪塔が多数出土。井戸は木枠等残しつつ、現
在の井戸としても使用し、五輪塔は現地にて安置されることになった。

公園整備に伴う発掘調査。小規模な溝１９条と礫層２面を確認した。

階段・石垣敷設工事に伴う立会調査。地山を確認したのみである。

水路改修に伴う立会調査。掘削は遺構面に達しなかった。

排水工事に伴う立会調査。調査地は過去に第３４次調査として発掘されている。掘削は地表下約７０�
で、遺構面に達しなかった。

藤原宮内の６カ所に、藤原宮の案内用標柱型サインを設置するための立会調査。掘削は地表下約４５

�で、いずれも遺構面に達しなかった。
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